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所在地 ：大阪府三島郡島本町桜井二丁目

建築主 ：阪急阪神不動産㈱

設 計 ：㈱フジタ一級建築士事務所

施 工 ：㈱フジタ大阪支店

＜大阪府重点項目＞

・BEE値：1.6

・CO2削減：3.8

・建物外皮 ：4.0

敷地面積：8,947.30㎡

建築面積：2,644.16㎡

延べ面積：18,500.23㎡

構造規模：RC造 地上15階建

用途 ：集合住宅

戸数 ：227戸

※2工区：135戸

・みどり・ヒートアイランド対策：3.5

・設備システム：5.0

・自然エネ利用：3.0

CASBEEランク：A



立地・環境・プロジェクトコンセプト

★島本町

・大阪と京都のほぼ中央
・都会まで1本でアクセス可能かつ山並みと河川を望む立地
・住み続けたい街ランキング全国1位※

★土地区画整理事業

・フジタ×阪急阪神不動産
・豊かな自然環境との共生
・認定低炭素住宅

土地区画整理エリア

※「いい部屋ネット住み続けたい街ランキング2021〈全国版〉」より

→楽しく快適に住み続けられる住まい



Low-E複層ガラス、
アルミサッシュ＋樹脂内窓の
二重サッシュにより断熱性の向上

高断熱仕様による快適
な室内環境

太陽光発電システム

山々の木陰「緑陰」をイメージさせる
北摂の山並みとの調和を意識した外観

路地空間により緩やかに繋がる
多様な共用部

子育て関連施設の周りにベンチを設
え、潤いあるオープンスペースを創出

花や実のなる樹種の植樹
鳥や虫も呼び込む環境づくり

〔住戸内設備仕様〕
・リビング/ ガス温水式床暖房
・キッチン/ 節水効果が期待できるタッチレス水栓
・浴室/ 高断熱浴槽、エコシャワー
・トイレ/ 節水型便器
・洗面脱衣室/ 節水・節湯仕様水栓

トップライトからの
自然採光

ハイサイドライトから
の自然採光・換気

降雨の浸透を
前提とした緑地計画

桜井せせらぎ公園や山裾まで
一体的な緑地軸を意識した
沿道緑化

2工区住棟まで
約45m

ゆとりある敷地を活かした
快適な居住性を実現する配棟計画

2工区←→1工区

豊かな自然環境と風景と調和し、
人の暮らす温かみを感じるデザイン

季節の花が咲く
アプローチ

遊びの
広場

ふれあい
の森

シーズンズ
ガーデン

桜井せせらぎ公園
（工事外）

緑道

JR

ルーフ
ガーデン

ステップ
スクエア

JR島本駅

住宅棟 住宅棟

住宅棟

2工区←→1工区

・「緑陰」をイメージし山並みに馴染む外観

・人々が自然と触れ合える、

継続してコミュニティを築ける共用部

→外観・共用部は住民にとって、

地域と連続した景観を共有する

・省エネ性能に優れ、

快適に住み続けられる住戸

敷地配置図・建物断面構成図



環境配慮事項とねらい 自然と調和する外観と多彩な共用部
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環境配慮事項とねらい 島本町の豊かな自然環境と繋がるランドスケープ
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環境配慮事項とねらい 豊かな植栽計画

・地域住民の憩いの場となる緑豊かな公開空地の創出

五感で自然を感じられる癒しの場

・季節ごとに楽しめる花や食べられる実のなる樹等、

植栽を中心に住民同士の会話を創出する仕掛け



脱炭素社会づくりへ

環境配慮事項とねらい 認定低炭素住宅と充実の専有部

・外壁断熱の強化と、省エネ性能が高い設備の採用により、認定低炭素住宅を取得。

CO2排出量の削減と快適な室内環境の両立を実現した。

・その他専有部仕様

玄関電池錠

偏心ボウル バルコニー水栓



環境配慮事項とねらい 再生可能エネルギーの活用・BCP対応

・住棟屋上に太陽光パネルを設置し、再生可能エネルギーを共用部に利用。

・環境に優しいEV車の充電設備を14台設置。 (2工区：13台設置)

・各家庭で保管しにくい防災備品を共用部の防災備蓄倉庫に設置。

大規模マンションにおける住民の助け合いを支援する。

・エレベーター内防災キャビネットを設置。

もし閉じ込められても、健康状態を損なうことなく救出を待てる。

・飲料水の備えとして災害対応用ベンダーを設置。

緊急時に自販機内の飲料を無償提供することができる。

エレベーター内防災キャビネット 災害対応ベンダー

防災備蓄倉庫内の防災備品

太陽光パネル 電力シェア型のEV充電設備



・廃油回収BOXをマンション内に設置し、使用済み天ぷら油を回収。

バイオディーゼル燃料にリサイクルし、阪急バスの燃料として再利用している。

・入居者全員が利用できる共用のシェア物品貸し出しシステムを構築。

シェアを促進し、不要となり廃棄される物品を削減する。

・共用ランドリーを採用。不要な移動コストを削減する。

・まちびらきイベントや入居者イベントを開催。

新たなコミュニティ組織を立ち上げ、専門スタッフによる支援を開始。
地元の自然体験会や、周辺店舗も参画するマルシェなど様々なイベントを推進し、
世代や垣根を超えて心豊かに暮らせるまちづくりを行う。

環境配慮事項とねらい 廃棄物削減・コミュニティ支援


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 　立地・環境・プロジェクトコンセプト
	スライド 4: 　敷地配置図・建物断面構成図
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

